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道央自動車道
室蘭IC、登別・室蘭IC

室蘭港は1872年（明治5年）に開港し、1965年
（昭和40年）には特定重要港湾（現、国際拠点港湾）
に指定されました。港湾面積1,610haを誇る天然の
良港を活かし、北海道の物流を支えています。

室蘭は近郊に活断層がなく安定した地盤のため、道内及び全国
の主要都市と比較しても地震の発生回数は少なく、災害に強い地
域となっています。工業用水等のインフラも整っており、震災へ
のリスク分散のため、既に多数の企業が進出しています。

また、北海道の中でも特に積雪の少ない地域であり、夏は涼し
く、冬は暖かい（道内では）安定した気候です。
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高速道路へのアクセスも良好

３つの総合病院を中心に、乳幼児から高齢者
まで、多様な病状に対応した安心の医療体制が
整っています。

住宅地の近郊には多数の商業施設が立地してお
り、日常生活で不便を感じることはありません。

夏は低湿度で過ごし易く、冬の気候も道内で
は比較的温暖で、積雪が少ない地域です。

第３子の保育料無料化など独自の支援制度で、
子育て世帯を応援しています。また、託児施設
が充実しており、待機児童問題もありません。

市内にはJRやバスなどの公共交通が整備され
ており、渋滞のストレスもありません。

近隣には登別温泉やニセコなど、北海道を代表す
る観光地があり、休日のレジャーも充実しています。

本航路
有効幅員 300～680m
航路延長 5,610m
有効水深 -16.5m

バース
公共岸壁42バース
（最大水深 -14.0m）
専用岸壁62バース
（最大水深 -16.5m）

国内都市から

道内都市から

室蘭近郊には活断層はありません！

北海道の断層帯
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標津断層帯

２ 十勝平野断層帯

３ 富良野断層帯

４ 増毛山地東縁断層帯

５ 当別断層

６ 石狩低地東縁断層帯

７ 黒松内低地断層帯

8 函館平野西縁断層帯

9 サロベツ断層帯

10 幌延断層帯
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新千歳空港

室蘭

新設の施設・設備について
固定資産評価額の5％を単年度で助成

緑 地 面 積 率

環境施設面積率

20％

25％

蘭市の企業立地支援

通算2億円
以内

通算2億円
以内

通算2億円
以内

課税免除・施設設置助成を併せてご活用いただけます

増設の施設・設備について
固定資産評価額の5％を単年度で助成

増設の施設・設備にかかる
固定資産税・都市計画税を3年間免除

対象業種

①製造業、建設業、運送業、卸売業、電気業、

ガス業、熱供給業

②産業支援サービス業（通信業、機械設計業など）

③試験研究施設（自然科学系）

④ホテル・旅館業

⑤観光関連業（観光振興計画に記載があること）

⑥環境・リサイクル関連産業（再資源化を行う施設）

対象要件

Ａ．施設・設備の要件
固定資産評価額が2,500万円以上

Ｂ．雇用の要件
【新設】常用従業員5名以上
【増設】常用従業員2名以上
（増設時に省力化を目的としたロボット等

を導入した場合は雇用の要件を免除）

※ 社宅建設助成は要件Ａを免除
※ 操業助成は左記②、③の業種のみを対象

として要件Ａを免除

準工業地域 工業・工専地域
用途の定め
のない地域

緑地 環境施設 緑地 環境施設 緑地 環境施設

法律 20％ 25％ 20％ 25％ 20％ 25％

新条例 10％ 15％ 5％ 10％ 5％ 10％

さらに、航空機、自動車、環境・エネルギーの３分野については

工場立地法に基づく緑地・環境施設面積率の緩和

新設の施設・設備にかかる固定資産税・
都市計画税を3年間免除

補助対象面積の固定資産評価額の
40％を3年分割で助成

市内在住の補助対象従業員１名
につき30万円を助成

ビル等の賃貸料・通信回線使用料金
電気料金・上下水道料金の中から１つ
を選択し、年間使用料の1/2を3年間助成

※課税免除・施設設置助成・用地取得助成との併用はできません

固定資産税・都市計画税の一定
割合を助成

同左

同左

適用されません

1年目100％、2年目75％、3年目50％

限度額
500万円/年

限度額
1億円

限度額
1億円

通算２億円
以内

通算２億円
以内

限度額
6,000万円

限度額
6,000万円


